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○１０月２１日(水)１８：３０～ 

 ２年第４回子育て部会を開催予定 

 

切池(キレイケ) 

妙
乗
寺 

  

南
昌
院 

『 笠岡地区まちづくり協議会 』 
 

事務所：笠岡市笠岡２６２７番地  

「井戸会館」内  

 電 話：６３－５９４９ 

 Ｆａｘ：７５－０１０１ 

E-mail：zukuri2@mx1.kcv.ne.jp 

 開館日：月･水･金曜日１４時～１７時 

智
光
寺 寿

正
院 

大
仙
院 

 

笠岡小学校 

３密を避けながら会議をして

います。 

小田県庁 

 

 
 

 

笠
岡
今
は
む
か
し
物
語 

 

コ
ロ
ナ
禍
と
連
日
の
暑
さ
も
加
わ
り
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
の
「
笠
岡
町
の
地
名
」

は
小
田
県
庁
跡
の
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
読
ん
で
い

る
と
分
か
ら
な
い
言
葉
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。 

「
矢
野
権
令
」
と
は
？ 

こ
ん
な
時
に
役
立
つ
の
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ヤ
フ
ー
の
検
索
欄
に
「
○
○
○
」

と
文
字
を
入
れ
る
と
瞬
時
に
情
報
が
得
ら
れ
「
矢
野
光

儀(

み
つ
の
り) →

初
代
の
権
令
」
と
あ
り
ま
し
た
。 

国
語
辞
典
を
片
手
に
調
べ
て
い
た
の
は
遠
い
昔
、
便 

利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
漢
字
離
れ
の
感
が･･･ 

さ
て
、
ま
ち
協
の
文
化
部
会
で
は
「
笠
岡
町
の
歴
史

を
知
る
会
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
「
か

さ
お
か
歴
史
の
散
歩
道
」
の
復
刻
版
を
発
刊
、
次
に
「
写

真
で
見
る
笠
岡
遊
覧
恋
の
浮
雲
」「
笠
岡
歴
史
散
見
集
」

「
新
笠
岡
天
満
宮
記
」「
笠
岡
町
の
諸
霊
場
と
六
部
供
養

塔
・
地
神
」
そ
し
て
「
笠
岡
の
地
震
・
日
本
の
地
震
」

の
五
冊
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
冊
子
も
部

員
の
努
力
で
所
期
の
目
的
を
果
た
せ
ま
し
た
が
、
笠
岡

町
の
歴
史
も
古
く
か
ら
続
い
た
も
の
が
あ
り
、
先
人
が

残
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
を
読
み
解
き
な
か
ら
、
地
域
活

動
に
活
か
す
こ
と
が
私
達
の
役
目
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
つ
こ
つ
と
地
味
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
興

味
の
あ
る
方
の
ご
参
加
、
そ
し
て
写
真
や
書
籍
な
ど
資

料
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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公助 

遍
照
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明治 6年絵図：笠岡市教委 

吉
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照
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『 お 知 ら せ 』  

８月１日付けで地域担当職員の異動がありました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

再任:黒田
くろだ

 英樹
ひでき

  監査委員事務局 

新任: 撰
えらみ

 友 則
とものり

 商工観光課 

新任: 片 山
かたやま

 詩央理
しおり

 定住促進センター 

 

   

「笠岡町の地名」その⑥  

 

 

 

 

笠岡尋常高等小学校の時代 

行政区分による現在の地番 

殿北 1709  ～ 1799-8 
浜田 1822-1 ～ 1837   
殿北 1841-1 ～ 1842 
浜田 1848-1 ～ 1867-10 

 

県庁堀 

編 集 後 記 

「暑さ寒さも彼岸まで」といわれます

が、秋分の日あたりから暑さも和らい

で過ごしやすくなりました。 

台風１１号の日本への影響はなかっ

たものの、まだまだ油断はできません。 

日頃から防災情報に注意し、防災グ

ッズなどの非常持出品を準備して万一

に備えましょう。     Ｉ・Ｍ 

 

小田県庁門 

浅野富平の代々、思軒森田文蔵の墓がある。ここ

より少し登って小高い所に小寺清之の墓がある。 

[垣の内]同じ寛文坪地(名寄)帳にこの「垣の内」

の地名の畑が載っている。垣の内は小丸山□の武

士の寝(根)小屋を指したものであろう。代官所の

処刑場の一つがあったという比定出来る。処刑場

跡は伝染病の避病舎となり、そののち笠岡市青少

年補導センター、図書館に使用せられた。 

※権令(ゴンレイ)：県令に次ぐ県の地方長官。 

明治 4年から 11年まで使われた。 

※瓦当：軒丸瓦の先端の円形または半円形の部分。 

※寛文：江戸初期の年号。 

1661年 4月 25日～1673年 9月 21日  

              ～次号に続く～ 
【参考文献】笠岡史談「旧笠岡村地名考」岩山保志 

 

小丸(こまる)：笠岡 1690 番地~1872 番地 

[小田県庁跡]明治五年、廃藩置県の時、笠岡に県

庁が置かれた。(注=はじめ深津=福山=に県庁を

置こうとして深津県としたが、明治四年福山騒動

があり、笠岡が県の真ん中にある港町であること

が注目され、かつ矢野権令の故郷・佐伯に似てい

るので好まれた=などによって、笠岡に県庁が置

かれ、小田県となった。)しかし、御役所の敷地

が狭いので、御役所より一段低く拡張して三方に

塀をめぐらして県庁の敷地とした。県庁の正門は

戸川代官所から移築したもので、屋根の瓦当(ガ

トウ)に戸川家の紋「三本杉」が残っている。 

 明治八年十二月、小田県が岡山県と広島県に編

入せられるまで備中および備後六郡、旧石高五十

余万石の地を管轄した。 

(注=県庁跡は、堀の内の住宅地、男子尋常高等小

学校=男子校、区裁判所、女子校となっていた。

男子校は戦後男女共学となったため笠岡東小、女

子校は笠岡西小。のち両校が合併して笠岡小学校

になったのは昭和四十三年。区裁判所は戦後なく

なったが、土蔵倉があり、拘置所があった。差し

入れの食事は塀の前に専門の店があった。-中略-) 

[堀の内] 笠岡の代官陣屋の前を真入川が流れて

いたので、堀に見たてて川から陣屋寄りの土地を

堀の内と呼んだ。小田県庁の堀が掘られてからも

堀の内と呼んだ。森田家の家があったが、最近、

渡辺医院や農協などが立ちのいた。 

[切池(キレイケ)]寛文のころの地名。明治六年の

笠岡村図には池として載っている。今の小丸墓地

は池の跡地であった。この墓地は町(市)管理の共

同墓地でキリスト教や天理教関係のものが多い。 

 かつての小田県庁 

 


